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研究内容：  

物質の最小単位として 1 次元の広がりをもった「ひも」を量子論的に扱う弦理論は、現在素粒子の標準模

型と重力理論を含めて記述する唯一の無矛盾な理論であると考えられている。弦理論は発展途上な理論

ではあるが、近年その非摂動な性質についての理解が進んでいる。 

 

近年の大きな成果として、AdS/CFT 対応と呼ばれる異なる時空次元の間の対応関係がある。この対応

は、d+1 次元反ドジッター時空(AdSd+1)中の弦理論と、その境界上の d 次元共形場理論(CFTd)が等価であ

るという主張で、特に AdSd+1側で弦の効果と量子効果が消える極限を取ると、d+1 次元の古典重力と d 次

元の強結合共形場理論の対応に帰着する。これにより、古典重力によって場の理論の強結合領域が解析

できるため、これまでに様々な応用がなされてきた。 

 

一方、古典重力極限とは異なる、テンションレス極限と呼ばれる高エネルギー極限をとると、AdS 側は古

典重力に高階スピン場を付け加えた理論に帰着する。つまり、この極限で高階スピン双対性と呼ばれる高

階スピン重力理論と弱結合共形場理論の対応関係が得られる。これは、AdS/CFT 対応の弦の効果を含む

領域が議論可能なモデルとして注目されている。 

 

私は上述のような「高階スピン双対性」を通した超弦理論の理解をテーマとして研究しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 


